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《７・８月の行事予定》
【７月】
1(金) 学校評議員会
2(土) 田んぼ除草，防鳥ネット張り
3(日）第35回トライアスロンin徳之島
6(水）校内水泳大会(下学年9:30～，上学年10:35～）
〃 学級PTA(下学年14:15～，上学年14:55～，特支15:30～)

7(木）租税教室（６年生）
9(土) 土曜授業日，町水泳合同学習会（5・6年：岡前小）

徳之島子ども音楽フェスティバル（18:00～徳之島町文化会館）

11(月）着衣水泳
15(金) PTA愛校作業（17:30～）
17(日）思いやりクリーン作戦（海岸清掃）
20(水) 終業式
21(木) 第１回合同ラジオ体操
7/22(金）～7/29(金) 教育相談会
【８月】
1(月）出校日
18(木) 第２回合同ラジオ体操
19(金) 出校日
20(土) 稲刈り
21(日) 思いやりクリーン作戦
28(日) 脱穀
※ 行事については予定ですので，変更の可能性もあります。

１のつく日はあいさつの日

《思いやりクリーン作戦》
６月１９日（日）の思いやりクリーン作戦は，７月３日に行わ

れるトライアスロンコースの清掃を行いました。当日は子供た
ち，保護者，地域の方々，職員を合わせて約８0名が集まり，各

集落ごとに分かれゴミ拾いを行い
ました。路上の草や空き缶，ペッ
トボトルなどを回収し,学校で分
別しました。袋いっぱいに集めた
ゴミを見て，改めて一人一人がゴ
ミをポイ捨てしないマナーを心が
けることが大切だと感じました。

《７月の生活目標》「礼儀正しくしよう」
《７月の保健目標》『夏を健康に過ごそう」
※梅雨明けし，本格的な暑さがやってきます。

こまめに水分補給をするなどして，熱中症の予防に努めましょう。

※裏面を御覧ください。

《田んぼ除草》
６月９日（木）夕方，PTA執行部，地域の方々で田んぼの除

草作業を行いました。４月に田植えをして以来，稲の生長と共
に雑草もかなり生えていました。田車と手作業の約１時間で除
草作業を終えることができました。７月２日（土）に除草と防
鳥ネット張りを予定しています。皆様の御協力よろしくお願い
いたします。

《修学旅行（６年生）》

６月１日（水）から２日（木）まで１泊２日の日程で修学旅行
を実施しました。今回は往復飛行機で鹿児島方面に行き，南九州
市の知覧特攻平和会館の見学や鹿児島市内での自主研修などを行
いました。自主研修では，各グループで事前に見学場所を決め，
科学館を見学したり，アミュプラザで買い物をしたりしました。
また，移動手段として，電車やバスなど公共交通機関を利用し

ました。日頃，バスや電車に乗る機会が少ない子供たちにとって
は，大変貴重な経験となりました。６年生全員で楽しい思い出を
作ることができました。

《不審者対応訓練》

不審者が学校に入って来たことを想定した訓練を行いました。
当日は雨天のため体育館で，不審者から命を守るためにどうした
らよいか，代表の児童に演じてもらいました。最後に警察の方か
らのお話を聞いて，「いかのおすし」について確認することがで
きました。
島内や校区内で不審者による声かけ事案が発生していますの

で，各家庭でも登下校や遊びに出かけるときなど，日ごろから不
審者に気をつけることなど話をしてください。

【金管バンドよりお知らせ・お願い】
〇 演奏依頼については，２週間前までに必ず学校へ連絡
してください。（天城小８５－２０５２）
突然の依頼については，お受けできないことがあります。

「褒めちぎる自動車教習所」＝三重県南部自動車教習所

教習所といえば，「厳しい。叱られる場所」というイメージ
があると思うが，些細なことでもできることを褒める指導に変

えたところ，若者の免許取得の意欲の低下などが言われる中，

入校する生徒の増加，合格率の向上，卒業生の事故率半減など
よい効果が多く見られたというのである。～鹿児島の教育の巻頭言より～

「褒める」ことを「称賛」あるいは「賞賛」と言います。この違いは，
称賛＝ほめたたえる。言葉で褒める。

賞賛＝賞状・金品などの賞を与えて褒める。

です。どちらもやる気を奮起させる行為ではありますが，小学生のうちは
前者を優先するのが大切なような気がします。もちろん，ときには後者も

必要であることは間違いありません。ただ，「何かを貰うために・・」という

意識を育てることだけは避けたいものです。
本校では，朝の挨拶時に「語先後礼」（停止→

直立→「おはようございます」→一礼）を推進して

います。これが特に徹底できている子供３名（４年
生，５年生，６年生から各一人）を５月の全校朝会

で称賛しました。すると，翌日からほぼ全員が「語

先後礼」を意識した挨拶を実践するようになりまし
た。

翌月の全校朝会では，その事を紹介して再度称賛しました。そして，

「今度は，称賛の声が地域・保護者の皆様から聞こえてくるように頑張ろ
う」と，次の目標を話しました。保護者や地域の皆様方からの称賛の声が

寄せられるよう子供たちの更なる飛躍に期待したいです。併せまして保

護者・地域の皆様方にも子供たちの挨拶の様子を注視していただき，
「語先後礼」が実践できている場合は，ぜひ称賛の声をかけていた

だきたいと思います。
我々大人が，子供たちの成長や変容を見逃していてはタイムリーで効

果的な称賛（評価）はできないと思います。称賛する場を増やすために

は，常日頃から子供たちの善行を注視したり，学校や保護者・地域の方
々との連携を密にして情報交換を行ったりすることが大切です。そして，

最も重要なのは，「褒め上手」になること

です。
一学期も残すところ２週間余りとなりまし

た。学習意欲の向上を図り，有終の美が飾

れるようにするためにも，今日は、我が子も
含めて身近にいる子供たちを称賛してみて

はいかがでしょうか。

褒めることの重要性
校 長 折 田 卓 己






